
主目的 4 20 2

副目的

款 項 目 大 中

○ ○

○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

6,792

費用合計

0.18

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.10

費
用

386

直接経費

500

0.250.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

プロの演奏家である中部フィルハーモニー交響楽団の団員や指揮者を、学校の希望に
応じ吹奏楽等の指導に派遣した。
　①市内小中学校へ派遣希望調査を行い、希望日と内容を中部フィルと調整する。
　②学校に実施確定を通知し楽団員を派遣する。
　③実施したごとに報告書と請求書を受け取り、中部フィルに支払う。
　④予算の範囲内で随時申込みを受け付け①～③の事務処理を行なう。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

小中学生の合唱、吹奏楽等のレベルアップを図り、音楽活動の充実を図る。

名称：NPO法人 中部フィルハーモニー交響楽団Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 5 5

教育文化

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

文化・芸術

10

名称：

小牧市文化振興ビジョン

3 10

20‐4

会計区分 一般

平成１７年度 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

音楽指導事業

407

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

7,386

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

7,386

8,143

93.6

7,624

その他財源

6,551

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.20

7,624

0

0

担当係

事業類型

市の特色を活かした事業を展開する

一般会計

地域住民組織

536965 1,073

Ｈ22決算額

6,800

0

8,143

0.10

対前年比

文化振興課

文化振興係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

子どもたちの音楽に対する高度な指導が期待でき、好評を得ていることから、廃止をす
ればこれらの機能が果たせなくなると考える。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

学校の指導希望日との調整が難しいが、小中高校生の音楽に対する理解と関心をさら
に深めていく。

市内小中高校の吹奏楽・金管バンドに対し、本格的な技術指導するためにはプロの技
術が必要である。内容に変化を持たせるなど充実させ、きめ細かい指導を継続していく
必要がある。

申し込み学校数

派遣楽団員・指揮者数

事業目的の
達成状況

吹奏楽部・金管バンド技術指導、音楽授業における楽器紹介・演奏会、指揮者による合
唱指導など小中高校で実施した。
延べ申し込み学校数、延べ指導者数とも増えておりレベルアップ効果を期待できる。

―

―

― ―

―

―

業
　
　
　
　
績

人
成
果
指
標

楽団員・指揮者派遣事業
受講者数

活
動
指
標

活動指標名

H21

3,618

音楽授業での楽団員派遣数

―

―

56

―

―

―

H23

―

H22

H23H22

―

―

318

2620

判　　　定

H21

人
―

人

校
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